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三 

 
衆
議
院
議
員
木
間
章
君
提
出
株
式
会
社
日
本
抵
抗
器
製
作
所
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

株
式
会
社
日
本
抵
抗
器
製
作
所(

以
下｢

会
社｣

と
い
う
。)

と
そ
の
従
業
員
等
が
組
織
す
る
総
評
全
国
金
属
労

働
組
合
富
山
地
方
本
部
日
本
抵
抗
器
支
部(

以
下｢

組
合｣

と
い
う
。)

と
の
間
で
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
昭
和

六
十
一
年
度
の
賃
金
引
上
げ
、
同
年
の
夏
季
一
時
金
の
支
給
等
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
労
使
紛
争
が
発
生
し
、
そ

の
後
、
同
年
の
年
末
一
時
金
の
支
給
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
賃
金
引
上
げ
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
労
使
が
対
立

し
、
現
在
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
、
労
使
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
間
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
に
は
、
団
体
交
渉
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組

合
か
ら
、
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
会
社
等
を
被
申
立
人
と
し
て
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が 



二
に
つ
い
て 

2 

城
端
町
は
、
本
件
労
使
紛
争
に
関
し
、
労
使
双
方
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
、
一
日
も
早
く
事
態
を
収
拾
す 

 
 

 
 

る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
町
長
自
ら
会
社
の
幹
部
と
会
見
し
、
早
期
解
決
を
要
請
す
る
な
ど
の
努
力
を 

1 

繊
維
産
業
を
基
幹
と
す
る
城
端
町
は
、
最
近
の
急
速
な
円
高
等
の
影
響
を
受
け
、
工
業
出
荷
額
の
減
少
、

企
業
の
規
模
縮
小
等
が
み
ら
れ
、
雇
用
面
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

行
わ
れ
、
現
在
、
同
地
方
労
働
委
員
会
に
係
属
中
で
あ
り
、
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の

賃
金
引
上
げ
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
組
合
か
ら
、
富
山
県
地
方
労
働
委
員
会(

以
下｢

富
山
地
労
委｣

と
い
う
。)

に
対
し
、
あ
つ
せ
ん
申
請
が
行
わ
れ
た
が
、
会
社
が
富
山
地
労
委
の
あ
つ
せ
ん
案
を
拒
否
し
た
た
め
、
あ
つ
せ

ん
は
不
調
に
終
わ
つ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
は
、
支
配
介
入
の
問
題
に
つ
い
て
、
組
合
等

か
ら
、
富
山
地
労
委
に
対
し
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
現
在
、

富
山
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

本
件
労
使
紛
争
中
に
行
わ
れ
た
富
山
地
労
委
の
あ
つ
せ
ん
案
の
拒
否
、
資
材
等
の
搬
出
・
保
管
、
初
任
給
調

整
の
実
施
、
家
族
手
当
の
改
定
、
役
員
給
与
等
の
取
扱
い
、
女
子
組
合
員
の
家
庭
へ
の
訪
問
等
の
行
為
に
つ
い

て
、
会
社
は
、
紛
争
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
て
行
つ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
本
件
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
富
山
県
等
関
係
機
関
に
お
い
て
、
紛
争
の
早
期
か
つ
円
満
な 

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
が
行
つ
た
会
社
の
関
連
下
請
事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導

結
果
に
よ
れ
ば
、
二
事
業
場
に
お
い
て
、
労
働
基
準
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号)

に
関
し
て
は
同
法

第
十
五
条
等
の
、
労
働
安
全
衛
生
法(

昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号)

に
関
し
て
は
同
法
第
十
二
条
等
の
違

反
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
是
正
さ
せ
て
い
る
。 

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

2 

本
件
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
富
山
県
等
関
係
機
関
に
お
い
て
、
紛
争
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決

と
い
う
観
点
か
ら
、
労
使
当
事
者
か
ら
の
事
情
聴
取
や
会
社
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
が
行
わ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
適
切
な
指
導
及
び
助
言
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
機
関 

1 

不
況
地
域
に
お
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
つ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
産
業

構
造
転
換
円
滑
化
臨
時
措
置
法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号)

及
び
特
定
地
域
中
小
企
業
対
策
臨
時
措

置
法(

昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号)

に
基
づ
き
、
地
域
の
活
性
化
等
の
た
め
の
対
策
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
地
域
雇
用
開
発
の
促
進
、

失
業
の
予
防
、
再
就
職
の
促
進
等
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

解
決
と
い
う
観
点
か
ら
、
労
使
当
事
者
か
ら
の
事
情
聴
取
や
会
社
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
が
行
わ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

六 

 



 

七 

と
連
絡
を
密
に
し
て
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

   




